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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
に
お
い
て
も
潮
来
市
に
お
い
て
も
苦
難
の
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。
世
界
最
大
級
の
地
震
は
、
当
市
に
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
打
撃
を
与
え
、
市
民
生
活
を
一

変
さ
せ
ま
し
た
。
２
期
目
の

田
市
政
に
よ
り
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
し

た
矢
先
に
震
災
が
起
こ
り
、
各
施
策
は
復
興
を
最
優
先
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
執
行
部

そ
し
て
市
民
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
努
力
に
よ
り
、
復
旧
事
業
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
や
辛
く
厳
し
い
状
況
は
依
然
続
い
て
お
り
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
市
民
生
活
の
一
日
で
も
早
い
回
復
に
向
け
、
継
続
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
ま
さ
に
地
方
が
主
役
の
時
代
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に
お
い
て
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
議
会
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
震
災
の
復
旧
・
復
興
は

も
と
よ
り
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が

そ
の
責
務
を
自
覚
し
、
日
々
の
議
員
活
動
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
長
に
就
任
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
同
僚
議
員
に
支
え
ら
れ
、
思
い
出
多
い
２
年
間
で
し

た
。
議
長
職
ま
た
、
県
東
議
長
会
会
長
、
県
の
市
議
会
議
長
会
副
会
長
を
全
う
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
る
１
月
29
日
に
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
が
精
一
杯

の
主
義
主
張
を
し
、
市
民
の
皆
様
の
審
判
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
２
月
か
ら
は
議

会
も
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

潮来市議会は平成24年２月から新体制でスタートします。

潮
来
市
議
会
議
長　

粟
飯
原　

治　

雄

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

４年間大変お世話になりました４年間大変お世話になりました
潮来市議会議員一同
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可決
震災復旧関連の震災復旧関連の
補正予算を可決補正予算を可決

主な災害復旧関連補正予算

◎民生施設災害復旧費

　（デイサービスセンター復旧工事等）

　　　　　　　　　　　　　５，６１２，０００円

◎農業用施設災害復旧費

　（潮来市土地改良区排水路復旧工事）

　　　　　　　　　　　２６２，９３５，０００円

◎道路等災害復旧費（道路復旧工事等）

　　　　　　　　　　　３８６，３８７，０００円

◎都市計画災害復旧費　（公園施設災害復旧工事）

　　　　　　　　　　　　８６，０１１，０００円

◎社会教育施設災害復旧費（図書館・公民館復旧工事）

　　　　　　　　　　　１３１，５０２，０００円

◎保健体育施設災害復旧費

　（市民プール・グラウンド復旧工事）

　　　　　　　　　　　　７９，７１６，０００円

◎公立学校施設災害復旧費（牛堀中学校復旧工事）

　　　　　　　　　　　　　５，６０７，０００円

◎水道事業災害復旧費（水道施設復旧工事）

　　　　　　　　　 １，１１５，２０９，０００円

12月
定定例会例会

平
成
23
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月

16
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
復
旧
関
連
の

補
正
予
算
、
税
条
例
等
の
改
正
、
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定
な
ど
20
件
の
案
件
を
審
議
し
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
10
人
の
議
員
が
市
政
一
般
に
関
す
る
通
告

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　今回の補正予算も、主に東日本大震災に伴う道路、学校、公共施設

等の復旧工事関連のものです。

中央公民館も復旧工事が行われます 市内各地で復旧工事が行われています

11月30日
　～12月16日
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潮来市暴力団排除条例が制定されます

その他の主な議決案件

◎市職員の給与に関する条例の一部改正

　人事院勧告を踏まえ、また民間給与との較差

解消を図るため給与の引き下げ等をするもの

◎潮来市税条例等の一部改正

　申告書の不提出等に係る過料を「３万円以

下」から「１０万円以下」に引き上げるもの

◎市教育委員会委員の任命同意

任期満了に伴う教育委員の任命に同意するもの

　　仲
なか

　澤
ざわ

　富
とみ

　正
よし

（現教育長）

　市民の皆様の安全で安心な生活を確保し、市における社会経済活動の健全な発展に寄与するため、

暴力団の排除に関する基本理念や施策等を定めるものです。

条例の主な内容
◎基本理念

　暴力団の排除は、市及び市民等が、暴力団が社会に悪影響を与える存在であることを認識した上で、

暴力団を恐れないこと、暴力団に対して資金を提供しないこと及び暴力団を利用しないことを基本とし

て、市、市民等、関係機関及び関係団体の相互の連携及び協力の下に推進されなければならない。

◎市の役割
　基本理念にのっとり、市民等、関係機関及び関係団体と相互に連携及び協力をして、暴力団の排除に

関する施策を総合的に推進する。

◎市民等の役割
　市民等は基本理念にのっとり、暴力団員等の不当な要求に応じないよう努め、市及び警察署その他の

関係機関に対し、暴力団排除に関する情報を提供し、また各施策等に協力をするよう努める。

◎市民等に対する支援
　市は、市民等が自主的に行う暴力団の排除のための活動の促進を図るため、情報提供、助言、指導そ

の他必要な支援をする。

◎青少年に対する教育等
　市や青少年育成者は、中学生や青少年が暴力団の排除の重要性を認識し、暴力団に加入せず、暴力団

員による犯罪被害を受けないようにするための教育に努める。

◎暴力団員等に対する利益供与等の禁止
　市民等は、暴力団の威力利用や、暴力団の活動又は運営に協力する目的で、金品その他の財産上の利

益の供与をしてはならない。

公共施設の指定管理者が決定
　市の公共施設の管理に民間の知識やノウハウを活

用し、住民サービスの向上と経費節減を図ります。

◎潮来市老人デイサービスセンター
　管理者　社会福祉法人　一会会（潮来市水原）

◎潮来市心身障害者福祉センター
　管理者　社会福祉法人　潮来市社会福祉協議会

◎水郷まちかどギャラリー
　管理者　ＮＰＯ法人　水美研（潮来市潮来）

◎潮来ヘルスランドさくら
　管理者　株式会社　ビート（土浦市）

◎潮来市民プール
　管理者　株式会社　サンアメニティ（東京都北区）
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一般質問一般質問 質問者　小沼　英明 議員

Ｑ１
． 

潮
来
小
学
校
に　

耐
震
性
貯
水
槽
を

質
問　

建
設
中
の
潮
来
小
学
校
に
耐
震
性

貯
水
槽
を
つ
く
り
災
害
時
の
給
水
・
火
事

の
際
の
水
利
と
し
て
も
役
立
つ
と
思
う
が

整
備
は
出
来
な
い
か
？

総
務
課
長

　

潮
来
小
学
校
は
、
潮
来
地
区
市
街
区
に

お
け
る
防
災
拠
点
で
あ
り
プ
ー
ル
も
解
体

さ
れ
避
難
所
機
能
の
強
化
、
消
防
水
利
の

確
保
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
な
提
案
な
の

で
、
事
業
化
の
方
向
へ
検
討
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

小
学
校
新
築
工
事
の
工
期
内
に
設

備
は
出
来
な
い
も
の
か
。

総
務
課
長

　

財
政
状
況
、
学
校
の
建
設
計
画
と
整
合

し
な
が
ら
検
討
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ２． 潮来市公式ツイッター
質問　潮来市公式ツイッターの災害時の役割は大きな

ものであったがそのフォロワー数や効果を伺う。

秘書政策課長
　３月15日から秘書政策課の優秀な職員により運用を

始め、11月末現在1,951人のフォロワーがいます。自宅

を離れて避難していたなどの理由で情報入手が困難

だった方にとって、携帯電話やパソコンで最新の情報

が入手できたのではないかと推察しています。今後も

市の情報発信源の一つとして活用して参りたいと考え

ております。

質問　配信の頻度と、苦労があれば伺う。

秘書政策課長

　１週間に10回から20回発信しております。１回の発

信で140文字に限られているのが苦労をしている点で

す。

Ｑ３
． 

潮
来
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
発
信
の
提
言

質
問　

神
栖
市
と
行
方
市
で
は
防

災
無
線
の
聞
き
づ
ら
さ
の
解
消
や

確
実
に
緊
急
時
の
情
報
を
伝
え
る

為
に
市
役
所
か
ら
市
民
の
携
帯
電

話
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
信
し

て
い
る
。
地
震
・
津
波
・
台
風
・

火
災
・
行
方
不
明
者
・
選
挙
速
報
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
々
配
信
し
て
い

る
。
防
災
無
線
の
シ
ス
テ
ム
に
い

つ
ま
で
も
こ
だ
わ
り
続
け
る
の
で

は
な
く
、
は
る
か
に
安
く
便
利

に
、
か
つ
確
実
に
情
報
が
届
く
と

思
う
が
、
当
市
に
お
い
て
も
導
入

で
き
な
い
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

本
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
お
り
、

ご
提
案
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質
問　

１
月
29
日
の
市
議
会
選
挙

の
前
に
整
備
で
き
れ
ば
多
く
の
市

民
が
登
録
し
て
く
れ
る
か
と
思
う

が
早
期
に
導
入
で
き
な
い
か
。

秘
書
政
策
課
長

　

十
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
事
で
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

Ｑ４． ＦＭかしまについて
質問　被災時にFMかしまが潮来市・神栖市に災害

の情報を提供してくれた。今回の経験を踏まえ非

常時の提携を結ぶか、FMかしまのスポンサーにな

り広域のメディアとしての確立を目指してはいか

がか伺う。

総務課長

　非常時における提携や広域のメディアとしての

確立については非常にタイムリーなご提案と受け

止め、実現に向けて検討させて頂きたいと考えま

す。

質問　ICT化いわゆる情報通信技術化される現在、

多くの選択肢を持って防災体制の構築、情報提供

をして頂きたいと思うがいかがであろうか。

総務課長

　防災体制、これを構築する上で瞬時にリアルタ

イムで災害情報あるいは安否確認等の防災情報、

これを市民や防災関係機関が共有できるシステム

これが I CT環境の構築、いま最もベストなシステ

ムと認識した上で長期的な視野からも検討させて

頂きたいと思っております。
その他の質問　◎防災無線の音声応答サービスについて

建設中の潮来小学校
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一
般
質
問

質問者　田崎　　清 議員

質
問　

現
在
の
測
定
状
況
、
今
後
の
測

定
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
対
応
を
伺
う
。

環
境
課
長

　

放
射
線
測
定
は
、
市
内
の
小
中
学
校

等
の
教
育
施
設
、
22
カ
所
を
２
週
間
に

１
回
、
市
役
所
の
測
定
は
休
日
を
除
き

毎
日
測
定
し
て
い
ま
す
。
水
道
水
は
毎

週
１
回
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

基
準
値
を
十
分
に
下
回
っ
て
お
り
、
健

康
に
影
響
の
あ
る
レ
ベ
ル
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
今
後
も
国
・
県
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
監
視
体
制
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問　

農
産
物
等
の
被
害
状
況
を
伺
う
。

農
政
課
長

　

農
産
物
の
損
害
は
、
原
乳
の
出
荷
制

限
に
よ
る
被
害
、
小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
な
ど
の
野
菜
類
の
風
評
被
害
に
よ

る
損
害
が
あ
り
ま
す
。
損
害
額
は
Ｊ
Ａ

系
統
組
織
と
連
携
し
東
京
電
力
へ
請
求

し
て
い
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
原
木
に
か
か

わ
る
風
評
被
害
に
つ
い
て
は
、
県
の

誤
っ
た
発
表
に
基
づ
く
記
事
で
、
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
県
に
対
し
て

厳
重
に
抗
議
し
、
シ
イ
タ
ケ
生
産
農
家

に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
稲
刈
り
米
の
自
主
検
査
を
行
い
、

県
内
で
最
初
に
安
全
性
を
確
認
し
ま
し

た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
、
生
産
農
家
の
皆
様

と
協
力
し
な
が
ら
販
路
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ１． 東日本大震災の災害
復旧事業について

質問　下水道工事等の災害復旧事業の進捗

状況を伺う。また、道路の安全確保、迂回

措置、排水対策、現場管理職員の人数、担

当課の体制などの対応策を伺う。

上下水道課長

　下水道復旧工事については、７月に災害査

定が完了し、現在施工中です。水道工事につ

いては、10月に災害査定は完了し、今後発注

していきます。

道路建設課長

　道路工事については、９月で災害査定が終

了し、市全体で214路線になります。特に日

の出地区は、下水道、水道工事、道路工事等

重なって実施されますので、安全にスムーズ

に進行するよう、工事の進捗管理を行ってい

きます。特に通学児童等の安全確保について

は、学校へ工事の進捗状況等を報告しなが

ら、また広報誌等でお知らせして、安全管理

等の周知徹底をしていきます。

Ｑ３． 県道矢幡・潮来線について
質問　築地、貝塚地区の幹線道路である県道矢幡・潮来線につい

ては、早期整備をお願いしてきましたが、一部未完成のところが

あります。現在の進捗状況を伺う。

道路建設課長

　潮来土木事務所に確認したところ、貝塚地区の熱田神社付近
が11月に完了し、そこから築地に向かった約80メートルの区間
が終了してない状況です。共有地及び埋蔵文化財があり、用地交渉、埋蔵文化財の調査を行い、工事に入る
ということです。早期整備に向けて、県に要望していきます。

Ｑ４
． 

川
尾
地
区
の
進
入

交
差
点
信
号
の

改
善
に
つ
い
て

質
問　

県
道
か
ら
川
尾
地
区
へ
の
進
入
交

差
点
の
歩
行
者
横
断
表
示
、
青
信
号
の
点

滅
時
間
が
短
い
。
ま
た
４
車
線
か
ら
２
車

線
に
な
り
非
常
に
危
険
で
あ
る
た
め
、
改

善
で
き
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
行
方
警
察
署
に

も
相
談
い
た
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
や
高
齢

者
の
安
全
確
保
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
両
交
通
の

た
め
に
、
同
交
差
点
の
改
善
に
つ
い
て
関
係

機
関
へ
要
請
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

◎
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
つ
い
て

◎
企
業
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ２
． 

放
射
線
測
定
の
状
況
と
農
産
物
等
へ

の
影
響
に
つ
い
て

早期整備を要望

交差点の安全対策を
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Ｑ１
． 

健
康
診
断
と
予
防
接
種
に
つ
い
て

質問者　柚木　　巖 議員

質
問　

特
定
健
診
の
２
次
健

診
は
？

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と

診
断
さ
れ
た
方
な
ど
に
対

し
、
頸
部
超
音
波
検
査
、
75

グ
ラ
ム
糖
負
荷
検
査
、
ア
ル

ビ
ニ
ン
尿
検
査
の
受
診
を
指

導
し
て
い
ま
す
。

質
問　

潮
来
市
で
は
、
近
々

ポ
リ
オ
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

が
導
入
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
情
報
が
流
さ
れ
、

現
在
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
控
え
て
い
る
親
が
い
る
と

聞
く
が
？

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

本
市
で
は
保
健
師
に
よ
る

生
後
２
ヵ
月
児
の
家
庭
訪
問

や
乳
児
育
児
相
談
、
幼
児
健

診
の
時
に
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
必
要
性
を
保
護

者
の
方
に
説
明
し
、
安
易
に

接
種
を
控
え
な
い
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。（
現
在
接
種

率
75
％
程
度
）
現
在
、
国
で

は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
本

市
は
国
の
認
可
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ２． 放射性物質の
　　　対策について
質問　公園や公共施設の放射線量測定はされ

るのか？

環境課長

　12月から始まりました訪問測定の中で対

応していきたい。

質問　国の基準を超える数値が出た場合、除

染をどのようにしていくか等、事前協議する

機関が必要と思うが市の考えは？

環境課長

　そういった事態になった時には、事前協議

の場を設置していきたいと考えています。

Ｑ３
． 

地
域
の
防
災
対
策
に

つ
い
て

質
問　

こ
の
12
月
に
は
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
が
完

了
し
ま
し
た
。
今
後
天
井
、
照
明
器
具
、
内
外
装
、

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
は
？

教
育
次
長

　

今
後
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
耐
震
工

事
が
必
要
か
ど
う
か
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

市
沿
岸
の
堤
防
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

護
岸
の
本
復
旧
は
？

道
路
建
設
課
長

　

大
賀
か
ら
水
原
ま
で
の
区
間
は
水
資
源
開
発
機

構
。
延
方
か
ら
神
宮
大
橋
、
徳
島
、
十
四
番
、
牛
堀

地
区
は
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
が
工
事
を
担
当
し
、
出

水
期
の
５
月
ま
で
に
工
事
完
了
予
定
で
進
め
て
い
ま

す
。

質
問　

地
震
、
津
波
、
洪
水
に
対
す
る
防
災
計
画
の

見
直
し
状
況
は
。

総
務
課
長

　

避
難
誘
導
の
あ
り
方
を
含
め
、
平
成
24
年
度
に
取

り
組
む
べ
く
準
備

を
し
て
い
る
状
況

で
す
。

市　

長

　

県
の
動
向
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
ま

た
大
学
と
の
連
携

等
を
視
野
に
入
れ

て
、
一
つ
で
も
多

く
充
実
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た

い
。

質問　市道牛堀２級３号線、鴇田商店より茂木酒店の

間の道路改良工事の概要、スケジュール、現在までの

進ちょく状況は？

道路建設課長

　本路線は平成22年度に現地測量を行い、道路の線形

等の案を作成し、地元の立ち会いや説明会などの事業

を進めてきました。しかし、東日本大震災により災害

復旧事業を優先的に進めるため、他の道路事業ととも

に一時中断しているところです。工事概要は、延長約

200ｍで、道路幅員は８．２ｍです。

質問　年度内に設計、測量、用地買収し、来年度から

本格工事着工はできないか？

市　長

　災害復旧を急が

なければならない

と思いますが、こ

れまで区長をはじ

め多くの地域の皆

様が直接地権者と

折衝もしていただ

いた歴史もあります。この道路は地元の悲願であると

いうことだけではなく、潮来市にとりましても重要な

道であると考えています。皆さんの熱意に一日でも早

く応えられるようにしたいと思います。

復旧の予定は

生活道路の早期整備を

Ｑ４． 台上戸の道路改良について
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一
般
質
問

質
問　

情
報
公
開
を
進
め
な

け
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
安
全
安

心
を
完
全
に
は
信
用
し
て
も

ら
え
な
い
。
安
全
安
心
を
数

値
で
示
す
た
め
に
も
放
射
能

測
定
を
も
っ
と
緻
密
に
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
現
在
開

始
さ
れ
た
訪
問
測
定
に
お
い

て
も
風
雨
に
よ
っ
て
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
場

所
も
あ
る
の
で
、
二
ヵ
所
に

限
ら
ず
何
カ
所
も
測
定
す
べ

き
だ
し
、
空
中
50
㎝
と
１
メ
ー

ト
ル
に
限
ら
ず
地
表
０
㎝
で

も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
は
事
前
に

市
で
放
射
線
を
測
っ
て
い
て

安
全
確
認
を
し
て
い
た
の
か
。

環
境
課
長

　

一
応
50
㎝
と
１
メ
ー
ト
ル
で

国
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
カ
所
も
と
い
う
事
は
検
討
し

て
い
き
た
い
で
す
。
シ
イ
タ
ケ

の
事
は
通
告
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
私
の
方
か
ら
は
答
弁
は
差

し
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ１． 避難所や各学校と各区
集会所に井戸を

質問　東日本大震災において給水を受けに行く事は、

道がデコボコでガソリンも不足したり、とても大変で

した。避難所となっている各施設や各学校、各区の集

会所に井戸を一ヵ所ずつでも掘り、電気井戸ポンプで

自家水を出しておいて、災害時の大きな備えにすべき

ではないか。そうすれば電気が復旧してなくても、発

電機をつなげば水がすぐに使える。日の出小は北浪逆

地域になり、井戸水で生活する人もいる。また、各区

の集会所に井戸の申請があれば設置か少なくとも補助

を出すべきではないか。

総務課長

　耐震貯水槽で給水の充実を進めたいです。各自主防災

組織で取り組んで頂きたいと考えます。

質問　東海村にある東海第二原子力発電所では東日本大震災によ

り6.1メートルの防護壁に5.4メートルの津波が押し寄せた。もし

津波があと少し高かったら福島第一原発と同様の事態になり、潮

来市にも大量の放射能が降るところだった。東海第二原発20㎞圏

内には福島原発周辺10倍の71万人が暮らしている。茨城県庁もこ

の中に含まれる。そして東海村村長は原子炉廃棄を主張してい

る。潮来市として原発廃止の意思表示をすべきではないか。

秘書政策課長

　国の方針、県の考えなどを見極めて考えていきたいです。

質問者　沼里真一郎 議員

質
問　

今
年
は
敬
老
会

と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
輪
投
げ
大
会
が

行
わ
れ
た
が
、
既
に
大

会
を
２
つ
増
や
し
て
い

る
の
で
さ
ら
に
敬
老
会

で
大
会
を
す
る
必
要
は

な
い
。
毎
年
敬
老
会
で

昔
か
ら
の
友
人
や
知
人

に
会
え
る
事
を
楽
し
み

に
頑
張
っ
て
会
場
に

行
っ
て
参
加
し
て

い
る
人
も
多
い
。

来
年
は
元
の
形
に

敬
老
会
を
戻
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

復
旧
の
た
め
に
経

費
削
減
す
る
な
ら

ば
、
催
し
物
は
市

内
で
芸
能
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
る

人
達
に
を
頼
め
ば

い
い
。
そ
う
す
れ

ば
芸
能
文
化
活
動

が
さ
ら
に
盛
ん
に
な

り
、
市
内
も
活
気
づ
く

上
に
一
人
一
人
の
生
き

甲
斐
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
。

介
護
福
祉
課
長

　

来
年
の
敬
老
会
は

様
々
な
方
か
ら
ご
意
見

を
頂
き
、
内
容
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

◎ 

国
・
県
の
補
助
金
・
助
成
金
廃
止
、
一
般
財
源
化
・
一

括
交
付
金
化
に
見
ら
れ
る
地
方
自
治
体
へ
の
交
付
金
減

に
つ
い
て

◎ 

地
方
整
備
局
廃
止
等
に
見
ら
れ
る
国
の
出
先
機
関
廃
止

で
地
方
負
担
増
に
つ
い
て

Ｑ２
． 

放
射
能
測
定
を
も
っ
と
緻
密
に

Ｑ４
． 

敬
老
会
に
つ
い
て

原発廃止の意思表示を

Ｑ３． 潮来市として原発廃止の意思表示を
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質問者　橋本きくい 議員

質
問　

滞
納
整
理
は
い
つ
ご
ろ
行
っ
た
か
。
滞
納
者
へ

の
法
的
手
段
は
あ
る
の
か
。
業
者
に
も
責
任
は
あ
る
の

か
。
条
例
は
必
要
な
い
の
か
。
以
上
の
こ
と
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

下
水
道
接
続
の
個
別
訪
問
は
、
随
時
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
際
、
無
段
接
続
等
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
断
接
続
者
に
対
し
て
の
料
金
徴
収
は
、
一
括
で
納
め

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

滞
納
者
へ
の
法
的
手
段
に
つ
い
て
、
手
続
き
と
し

て
、
督
促
状
を
発
送
し
て
納
付
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
で

も
納
め
な
い
場
合
は
、
給
水
停
止
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
無
断
で
工
事
を
実
施
し
、
無
断
で
下
水
道
を
使

用
す
れ
ば
、
工
事
業
者
、
使
用
者
の
両
方
に
責
任
が
生

じ
ま
す
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、
無
断
接
続
に
対
す
る
罰
則
規
定

を
強
化
し
た
下
水
道
条
例
の
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
指
導
監
督
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
質
問　

無
断
接
続
に
よ
る
徴
収
金
額
は
い
く
ら
か
。

上
下
水
道
課
長

　

徴
収
金
額
の
総
額
は
、
46
件
で
３
０
８
万
４
、０
０
６
円

で
す
。

Ｑ３
． 

下
水
道
の
無
断
接
続
に

つ
い
て

質問　日の出地区の今後の方向づけについては、我々地元としては、各区長、市議会議員を集めて説明し、理解

と協力を求め、安心・安全の立場に立って、今

後の日の出地区の発展に協力を求めることを提

案しますが市の考えを伺う。

秘書政策課長

　11月６日に、中央公民館において大震災にか

かわる市民説明会を行い、日の出地区の住民の

皆さんを中心とした250名の方にお集まりいただ

き、担当業務ごとに被災者の生活支援やら今後

の復旧復興についてお示しをさせていただきま

した。

　今後もご指導いただき、引き続きスピード感

を持って、復旧復興に努めてまいります。

Ｑ１
． 

原
発
事
故
と

市
長
の
考
え

方
に
つ
い
て

質
問　

私
は
、
11
月
９
日
に
東
海

村
の
村
上
村
長
に
会
い
話
を
伺
い

ま
し
た
。
東
海
原
発
に
つ
い
て
は

並
々
な
ら
ぬ
厳
し
い
姿
勢
で
し

た
。
村
長
一
人
で
は
原
発
反
対
運

動
は
で
き
な
い
の
で
、
各
議
会
に

も
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
潮
来
市
も

市
長
を
初
め
、
議
員
一
同
団
結
し

て
、
日
本
の
未
来
の
た
め
に
原
発

反
対
の
旗
揚
げ
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

現
在
、
国
に
お
い
て
原
子
力
政

策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
わ
か
ら

な
い
状
況
で
す
の
で
、
市
と
い
た

し
ま
し
て
も
考
え
を
示
せ
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
橋
本
議
員
の
原
発
反

対
と
い
う
考
え
は
深
く
受
け
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
国
の

判
断
を
待
っ
て
、
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ２． 日の出地区の今後の話し合いについて
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一
般
質
問

質
問　

上
辻
や
川
尾
か
ら
潮
来
一
中
に
は
生
徒
48
人
通
学

し
て
い
る
。
途
中
道
幅
が
1.5
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
笹
も
伸

び
出
し
、
外
灯
も
約
435
ｍ
に
15
灯
あ
る
が
、
３
灯
が
消
え

て
お
り
、
暗
く
危
険
で
す
の
で
整
備
す
べ
き
だ
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

こ
れ
ま
で
は

道
路
の
草
刈
り

で
対
応
し
て
き

ま
し
た
が
、
学

校
と
相
談
し
な

が
ら
、
隣
地
地

権
者
の
方
の
ご

協
力
を
得
て
、

立
ち
木
の
枝
払

い
等
を
行
い
、

全
体
的
に
明
る

く
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Ｑ１． 東日本大震災による復旧・復興について

そ
の
他
の
質
問　

◎ 

潮
来
市
土
地
改
良
区
の
合
併
に
つ
い
て

◎ 

農
業
の
担
い
手
の
確
保
と
今
後
の
農
業
経
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て

質問者　根本　又男 議員

Ｑ２
． 

旧
津
知
幼
稚
園
か
ら
潮
来

一
中
ま
で
の
通
学
路
の
整

備
に
つ
い
て

質問　道路の復旧について元の地表からどの位の地盤

の沈下があったのか、またどの位の高さに舗装される

のか伺う。

道路建設課長

　日の出地区各所でも違いがあり、地盤の変化はまだ

分かっていません。道路高の設定に当たっては、現地

の状況と地区全体の排水を考慮し、設定しました。道

路の高さの説明については、道路建設課において図面

等により確認しながら説明しますので、大変でも道路

建設課のほうへお越しいただきたいと思います。

質問　上水道について元に戻るのにはどれ位の年月が

かかるのか。また地表に出ているパイプの水道管はい

つ頃地下に埋設されるのか伺う。

上下水道課長

　日の出地区幹線道路より南側については、平成24年

度中、平成25年の3月31日までには本節管の埋設と現

在露出しているすべての仮設配水管の撤去の完成を予

定しております。

質問　下水道の復旧についてはどれ位かかるか。また

液状化対策での下水道管の埋め戻しについて、どのよ

うな方法で行うのか伺う。

上下水道課長

　日の出地区については、平成24年度中、平成25年の

3月31日までの完成を予定しております。下水道の液

状化対策は、埋め戻しに使用する材料を砂から砕石に

変えることにより、地震発生時に生じる間隙水圧を抑

える効果があり、有効な液状化対策となります。

質問　日の出地区

の電柱、電線の復

旧はどれくらいか

かるのか伺う。

秘書政策課長

　東京電力とＮＴ

Ｔによると、東電

管理の電柱等につ

いては、平成24年

３月末までに復旧

する予定、ＮＴＴ

管理の電柱等につ

いては、平成24年

２月末までに復旧

する予定です。

質問　辻大橋から日の出の末端処理場までのマンホー

ルが地表に浮き上がった状態であるが、いつ頃までに

復旧するのか伺う。

道路建設課長

　辻大橋から県道潮来・佐原線までの区間は、平成24

年３月までに終了する予定となっています。その先の

日の出までの区間については、実施設計等でき次第、

随時発注をしてまいります。

早期の復旧を

通学路の整備を
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質問　2010年度県内自治体情報公開度ランキングで

「潮来市は最下位（33位）」と茨城新聞が報じた。情

報公開度が低いと評価された潮来市の情報公開につい

ての認識、潮来市公文書の開示に関する条例の見直し

及び潮来市におけるパブリックコメント（意見公募）

の実施と条例制定状況を伺う。

総務課長

　情報公開度は参考にはなります。現在のところ潮

来市公文書の開示に関する条例の見直しは考えてい

ません。パブリックコメントは、過去に２件の事例

があり、潮来市第６次総合計画及び潮来市都市計画

マスタープランの策定の際行ないました。条例の制

定等々は現在していません。

質問者　 川　　俊 議員

質
問　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
カ
月
が
過
ぎ
た
。
液

状
化
被
害
を
受
け
た
日
の
出
地
区
で
の
公
共
下
水
道

は
７
月
に
国
の
査
定
が
終
了
し
、
９
月
に
工
事
契
約

を
締
結
。
10
月
の
調
査
を
経
て
、
本
復
旧
工
事
が
始

ま
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
工
事
は
、
最
初
の

工
事
が
遅
れ
る
と
全
体
的
に
影
響
が
で
る
た
め
ス

ピ
ー
ド
感
と
と
も
に
確
実
な
工
事
が
求
め
ら
れ
る
。

潮
来
市
の
災
害
復
旧
費
の
総
額
、
液
状
化
再
発
防
止

の
た
め
の
具
体
的
取
り
組
み
及
び
確
実
な
工
事
を
進

め
る
た
め
の
工
程
管
理
を
伺
う
。

総
務
部
長

　

総
額
は
、
お
よ
そ
106
億
円
で
す
。

道
路
建
設
課
長

　

下
水
道
復
旧
工
事
は
埋
め
戻
し
を
砕
石
で
行
い
、

こ
れ
ら
を
含
め
て
液
状
化
対
策
は
、
市
震
災
復
興
本

部
で
検
討
し

て
い
る
。
道

路
の
一
番
深

く
埋
ま
っ
て

い
る
下
水
道

の
復
旧
、
水

道
管
の
復

旧
、
最
後
に

道
路
を
復
旧

し
ま
す
。
平

成
25
年
度
ま

で
の
完
了
を

目
指
し
て
い

ま
す
。

Ｑ１
． 

液
状
化
再
発
防
止
策

　
　

に
つ
い
て

質
問　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済

的
に
困
窮
す
る
小
・
中
学
生
の
保

護
者
に
市
区
町
村
が
援
助
す
る
制

度
。
認
知
度
が
低
く
、
対
象
と
な

る
低
所
得
者
層
に
必
ず
し
も
行
き

渡
っ
て
い
な
い
、
と
の
指
摘
を
受

け
た
。
市
内
の
要
保
護
世
帯
等
の

実
態
と
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

経
済
的
支
援
が
必
要
に
な
っ
た

小
・
中
学
生
へ
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

12
月
１
日
現
在
の
要
保
護
者
７

人
、
準
要
保
護
者
89
人
で
す
。

教
育
長

　

文
部
科
学
省
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
何
度
か
調
査
依
頼
が
き
た

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
内

の
小
・
中
学
生
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
経
済
的
な
就
学
援
助
が
必
要
と

な
っ
た
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

Ｑ４． 台上戸地区生活道路について
質問　台上戸地区生活道路は、地域住民の整備要望が強く狭隘で

危険な道路。事業の全体計画、進捗状況及び当面の課題を伺う。

道路建設課長

　鴇田商店から茂木酒店の区間の道路延長約200ｍ、幅員

８.２ｍ、概算事業費約６千万円。平成23年度当初に事業計画

を立てましたが、震災で事業を中断。着工・完成の時期・工

期は少し時間をいただきたいと思います。22年度から地元区

長、管理者等と路線

等を検討してきまし

た。図面等を示し、

最終的な位置決定は

地元と相談して進め

たいと思います。当

面の課題は、いろい

ろな意見もあるの

で、発言は控えさせ

ていただきたい。

その他の質問　◎放射性物質への対応について

Ｑ３
． 

就
学
援
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

Ｑ２． 潮来市の情報公開について

道路整備の進ちょくは

液状化再発防止策は
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一
般
質
問質問　今日では、情報公開及び個人情報保護制度は、

地方自治体が備えるべき必須条件となっている。この

ような中、市民に便利でオープンな市民協働の市政の

実現に向けての具体的な今後の対応策について伺う。

　潮来市公文書開示に関する条例第５条において、公

文書の開示を請求できるものについては、市民となっ

ております。請求権者以外の者から情報公開の申し出

があった場合には、積極的に情報提供に努めるべきで

あり、多くの自治体でも抵抗なくこの方向への改正が

行われており、何人にも請求権を認めるべきであろう

と思うが、市の見解を伺う。

総務課長

　公文書開示を請求できる者の拡大をできないかとい

うことですけれども、現行の規定により運用を図って

まいりたい。

質問　条例第２条

第３項において、

公文書とは、決

裁、供覧等の手続

が終了し、実施機

関が管理している

ものとなってお

り、情報公開制度

の理念並びに目的

から見て、行政組織内での検討段階や審議過程のもの

であっても、原則的に対象文書として扱いとすべきと

考えるが、対象文書を拡大される考えはあるか伺う。

総務課長

　現行の規定により運用を図ってまいりたいと考えて

います。

質問　実施機関の拡大について、出資法人（道の駅い

たこ）については、実質的には行政の主要な部分とし

て機能しており、出資金や補助金など財政的支援ばか

りだけでなく、その運営につき透明性が求められてお

り、自治体条例においても出資法人につき情報公開の

自主的な取り組みを期待するばかりでなく、自治体の

実施機関、みずからがこれらの出資法人に対して必要

な措置を講ずるべきです。また、審議会等の会議には

自治体の意思形成における重要な地位を占め、その審

議過程そのものを明らかにすることは、行政の透明性

の向上の観点からも、情報公開政策の総合的な推進の

ためにも極めて重要なことから付属機関の会議につい

ても公開すべきと考えるが、市の見解を伺う。

総務課長

　同様に現行の規定により運用を図ってまいります。

質問　開示実施手数料の徴収並びに申請手数料につい

ては、多くの自治体で無料としていることから、当市

においても無料化すべきと考えますが、見解を伺う。

総務課長

　現行の規定どおり運用を図ってまいります。

質問　平成23年９月27日の茨城新聞に掲載された2010

年度情報公開制度ランキングを市長はどのように受け

とめ、今後どのように対応をされるのか伺う。

総務課長

　全国市民オンブズマン連絡協議会が独自の評価基準

により集計したもので、あくまでも参考にはなるとい

うふうには考えています。市民の方々が必要な情報は

できるだけ迅速に対応していく所存です。

質問　行方、鹿島、鉾田、神栖はパブリックコメント

手続に関する条例を制定しています。潮来市だけ制定

されていない。情報公開も手続きがあってやっていく

ものですから、このパブリックコメントの手続に関す

る条例等を制定するつもりはあるか伺う。

総務課長

　パブリックコメントについては、通告外ということ

で答弁は控えさせていただきたい。

質問者　原　　浩道 議員

Ｑ１． 潮来市公文書開示及び情報公開度について

その他の質問　◎防災集団移転促進事業について
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Ｑ３
． 

前
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備

計
画
書
に
つ
い
て

質問者　大平　幸一 議員

質
問　

茨
城
県
と
潮
来
市
で

計
画
し
、
整
備
行
程
に
従
い

進
め
て
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
ま
で
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

茨
城
県
で
は
上
流
部
の
築

堤
を
主
に
進
め
て
お
り
、
潮

来
市
と
し
て
橋
の
修
復
、
天

王
橋
の
修
復
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
前
川
沿

線
の
住
民
に
よ
る
清
掃
作
戦

と
し
て
河
川
愛
護
活
動
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

質
問　

今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

秘
書
政
策
課
長

　

現
在
茨
城
県
の
指
導
の
も

と
、
前
川
ふ
る
さ
と
の
川
整

備
計
画
の
一
部
見
直
し
を
行

い
、
前
川
川
づ
く
り
計
画
と

し
て
移
行
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
計

画
が
策
定
、
移

行
さ
れ
、
国
の

認
定
を
受
け
る

こ
と
と
な
れ

ば
、
一
部
見
直

し
が
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き

計
画
に
沿
っ
た

整
備
を
進
め
る

た
め
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ２． 企業誘致について
質問　経済状況の厳しい中、今後の誘致活動の進め方について伺う。

副市長

　政府としては新産業成長戦略というものをつくっており、今後伸びると言われている再生可能エネルギーやロ

ボット関係の分野ということで、情報は入ってきています。経済的に大変厳しい状況ですが、継続は力なりで

す。東京の方も踏まえて一つ一つ情報発信をしながらよりよい情報を探していくのが我々の役目と思っておりま

すので、引き続き情報提供のほどよろしくお願いいたします。

質
問　

災
害
時
の
燃
料
供
給
協
定

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

総
務
課
長

　

災
害
時
、
燃
料
不
足
が
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
な
協
定
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

無
線
奉
仕
団
と
の
協
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

ル
ー
ト
51
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
、
こ
の
災
害
を
契
機
に
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
連
携
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

食
糧
供
給
協
定
に
つ
い
て

伺
う

総
務
課
長

　

Ｊ
Ａ
な
め
が
た
と
の
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

質
問　

電
源
確
保
協
定
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長

　

発
電
機
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

計
画
的
に
所
有
台
数
を
増
や
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問　

自
主
防
災
組
織
育

成
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

中
央
防
災
会
議
等
々
が

出
版
し
て
い
る
、
リ
ー

ダ
ー
の
あ
り
方
、
非
常
時

の
持
ち
出
し
グ
ッ
ズ
等
を

冊
子
に
し
た
形
で
各
区
長

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

質
問　

全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長

　

平
成
24
年
１
月
下
旬
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

Ｑ１
． 

防
災
に
つ
い
て
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一
般
質
問

質
問　

質
問　

潮
来
二
中
に
通
う
中
学
生

や
市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
未
整
備
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
早
く
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

県
道
整
備
は
茨
城
県
潮
来
土
木
事
務
所

が
所
管
し
て
い
ま
す
。
歩
道
未
整
備
区
間

は
約
700
ｍ
。
現
在
用
地
交
渉
、
物
件
補
償

の
交
渉
を
鋭
意
努
力
し
て
進
め
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
早
急
に
整
備
が
完
了
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

質問　大生原小学校の測定結果の数値が他の調査個

所の数値に比べて高い。長い間には子ども達に影響

があるのではないか。

環境課長

　市内の小中学校の中で高いだけであって、４月19日

に文部科学省が示した学校の校舎、校庭の利用判断の

暫定基準３．８マイクロシーベルト、さらに８月26日

付けで示した、校舎、校庭の放射線量の低限について

の目安１マイクロシーベルトを大きく下回っているの

で、安全に問題のあるレベルではないと考えていま

す。

質問　市内の通学路沿いの排水路についている排水

枡を何か所かピックアップして放射線量を調べる必

要はないか。

環境課長

　原発事故の対応については、市民の安全、とりわけ

子ども達、高齢者の安全を最優先して取り組んできま

した。12月から実施している訪問測定の中で対応して

いきたいと思います。１件２カ所以内ということで測

定しています。その中で対応していきたいと考えてい

ます。

質問　肺炎は日本人の死因第４位。しかも亡くなる方の95％以上は65歳以上。

肺炎の最も多い原因菌は肺炎球菌。肺炎球菌ワクチンは１回の接種で５年程度

免疫が持続すると言われている。65歳以上の市民に対して肺炎球菌ワクチンの

接種を進め、市でも公費助成を考えても良いのではないか。見解を伺う。

かすみ保健福祉センター長

　65歳以上の市民に対して肺炎球菌ワクチン接種に対しての助成の予定はあ
りません。今後、国県、近隣市の動向、そして当市の財政状況を見ながら検討
していきたい。

質問者　今泉　利拓 議員

そ
の
他
の
質
問　

　

◎
北
浦
の
水
に
つ
い
て

　

◎
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

◎ 

全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
議
が

公
表
し
た
２
０
１
０
年
度
の
県
内
自
治

体
の
情
報
公
開
度
調
査
結
果
に
つ
い
て

Ｑ２
． 

県
道
大
賀
・
延
方

線
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て

Ｑ３． 肺炎球菌ワクチン接種に対する公費
助成について

子どもたちへの影響は

Ｑ１． 市内の放射線量の測定について

歩道の整備を
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10　

月

１
日　

市
立
幼
稚
園
運
動
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

６
日　

県
市
議
会
議
長
会　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

７
日　

議
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
輪
投
げ
大
会　

議　
　

長

８
日　

香
取
・
鹿
嶋
・
潮
来
議
会
情
報
交
換
会　

関
係
議
員 

９
〜
10
日　

松
原
神
社
例
大
祭　
　
　
　
　

関
係
議
員

11
日　

愛
知
県
蟹
江
町
議
会
研
修
対
応　
　

副 

議 

長

12
日　

広
報
編
集
委
員
会

15
日　

潮
来
市
青
少
年
の
集
い

16
日　

鹿
行
消
防
操
法
大
会　
　
　
　
　
　

議　
　

長

18
日　

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長

20
〜
21
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
研
修　
　

議　
　

長

22
日　

商
い
創
造
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

延
方
地
区
市
民
体
育
祭　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

大
塚
野
区
25
周
年
記
念
式
典　
　
　

関
係
議
員 

26
日　

潮
来
小
学
校
改
築
工
事
安
全
祈
願

27
日　

広
報
委
員
会

27
日　

県
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　

議　
　

長

30
日　

日
の
出
・
大
生
原
・
牛
堀
・
津
知
地
区
体
育
祭

 

11　

月

３
日　

潮
来
地
区
市
民
体
育
祭　
　
　
　
　

関
係
議
員

４
日　

霞
が
浦
流
域
下
水
道
協
議
会
研
修　

関
係
議
員

６
日　

大
生
原
小
学
校
創
立
百
周
年　
　
　

関
係
議
員

７
日　

議
会
臨
時
会

９
日　

潮
来
市
教
育
部
会
音
楽
会　
　
　
　

関
係
議
員 

11
日　

香
取
・
鹿
嶋
・
潮
来
議
会
交
流
会

12
日　

市
民
文
化
祭
開
会
式

14
日　

潮
来
市
菊
花
展
表
彰
式　
　
　
　

所
管
委
員
長

15
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長

15
〜
16
日　

県
市
議
会
議
員
研
修
会

17
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

20
日　

鹿
島
育
成
園
50
周
年
記
念
式
典

21
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

22
日　

全
員
協
議
会

22
日　

区
長
会
懇
談
会　
　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

23
日　

上
戸
国
神
神
社
祭
礼　
　
　
　
　
　

議　
　

長

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

鹿
行
広
域
組
合
議
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

30
日　

12
月
定
例
会
初
日

 

12　

月

１
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　

議　
　

長

４
日　

科
学
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
講
演
会

６
日　

定
例
会
・
議
案
質
疑

７
日　

議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長

７
日　

総
務
委
員
会

８
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

９
日　

教
育
福
祉
委
員
会

11
日　

花
村
菊
江
さ
ん
感
謝
の
会

13
〜
15
日　

定
例
会
・
一
般
質
問

16
日　

定
例
会
最
終
日

17
日　

活
躍
す
る
作
家
展
開
展
式

21
日　

道
の
駅
い
た
こ
懇
談
会　
　
　
　
　

議　
　

長

22
日　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
懇
談
会　

議　
　

長

22
日　

農
業
委
員
会
懇
談
会　
　
　
　
　
　

議　
　

長

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議員が寄附をすること、議員に寄附を求めることは
法律で禁止されています

　政治家が選挙区内の人に、お金

や物を贈ること、有権者が寄附を

求めることは法律で禁止されてい

ます。違反すると処罰されます。

　また、政治家が年賀状などの時

候のあいさつ状を出すこと（答礼

のための自筆によるものを除く）

も禁止されています。
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編

集

後

記

編

集

後

記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　
　

柚
木　
　

巖

　

副
委
員
長　
　
　

沼
里
真
一
郎

　

委　
　

員　
　
　

杉
本　

俊
一

　
　
　
　
　
　
　
　

小
沼　

英
明

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

政
司

　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　
　

清

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
が
あ

り
、
液
状
化
に
よ
り
今
も
大
変
な
生
活

を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
な
か
で
、
議

会
と
し
て
も
復
旧
に
尽
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
こ
の
４
年
間
は
議

員
一
人
一
人
が
市
民
の
皆
様
の
お
話
を

伺
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
市
の
た
め

に
市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
後
に
市
議
会
議

員
は
改
選
を
迎
え
ま
す
。
当
選
さ
れ
た

議
員
に
お
い
て
は
、
市
民
の
声
を
届
け

る
役
割
を
さ
ら
に
強
く
担
っ
て
い
き
、

議
員
と
し
て
の
責
務
を
充
分
に
果
た
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

沼　

里　

真
一
郎

平成２３年１２月７日（水）、かすみの郷公園にて４００人が参加し、盛大に開催されました

◎投 票 日　平成24年1月29日（日）

◎投票時間　午前７時～午後６時

◎投票場所　市内７箇所（右表）

 ※期日前投票

○投票期間

　平成24年１月23日（月）から１月28日（土）まで

○場所・時間

　 潮来市役所本庁舎１階　午前８時30分から午後８時

　 かすみ保健福祉センター　午前８時30分から午後５時

投　票　所

潮来投票所 潮来小学校体育館

日の出投票所 中央公民館

津知投票所 潮来保健センター

延方投票所 延方小学校体育館

大生原投票所 大生原小学校体育館

牛堀投票所 牛堀公民館

八代投票所 かすみ保健福祉センター

※ 潮来小学校は新築工事中のため、車でお越しの

方は、市営駐車場又は潮来土木事務所へ駐車願

います。

※ 中央公民館は現在、補修工事を行っています。

潮来小体育館及び中央公民館で投票の際は足元

にお気をつけてください。

優　勝　関根　邦男さん（日の出２）　中央

準優勝　板垣　　勇さん（赤　須）　　右端

３　位　茂木　俊行さん（古　宿）　　左端

１１月月２９２９日（日）は潮来市議会議員日（日）は潮来市議会議員

一般選挙の投票日です一般選挙の投票日です

議長杯グラウンドゴルフ大会を開催議長杯グラウンドゴルフ大会を開催


